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入試情報はLINE@でも
発信しています。

め
い
こ
う

　2019年4月からの学部再編で、新たにフロンティアバイオ
サイエンス学科、同学科臨床検査学コース、メディカルバイ
オサイエンス学科、アニマルバイオサイエンス学科の3学科
体制となります。その2019年度第17期生の募集が、9月16
日のAO入試を皮切りにスタートします。　本学一般入試の

「AO（オープンキャンパス参加型）入試」と「AO（実験・実習
評価型）入試」は、多面的・総合的に評価する入試制度で、試
験教科の学力のみの選考ではなく、小論文（レポート作成）、
生物（動物・植物）・化学分野からの実験やレポート作成、個
人面接を通じて、生命科学分野への強い関心と入学後の高い
学習意欲・適性を審査します。推薦入試の「指定校特別推薦入
試」は、入学実績のある高校を中心に、本学が出願条件とす
る成績基準をクリアしている生徒を高校から専願推薦いただ
き、個人面接選考のみで判定を行なうもので、今年度は新た
に後期日程を設定しました。いずれも選抜のための教科試験
を課していませんが、本学での就学意欲を強く持った生徒た
ちですので、本学の学習・就業力支援センターによる入学前
教育講座への参加を必修とし、例年修学や進路開拓でよい結
果を出しています。
　本格的な入試スタートとなる一般公募制の推薦入試では、
学科試験と面接を課した滋賀県内の高校に在籍している現役
生を対象に専願制で募集する「一般公募制推薦（地域特別枠）」

（11月17日）と、従来からの「一般公募制推薦Ａ」（11月11日）
と「一般公募制推薦Ｂ」（11月17日）を2日間実施します。また、
小論文・面接・自己アピール内容で選考する自己推薦型では、
外部取得資格・生徒会活動・課外活動・文化活動・社会活動
なども点数評価する「一般公募制推薦（自己推薦型）多面評価
型」（12月9日）と「一般公募制推薦（自己推薦型）専門・総合学
科枠」（12月9日）を実施します。これらの評価の配点は、20

入試・募集伝言板

点から30点に変更します。最終入学手続者の増減に対処する
ため、推薦入試での合格者を多く出しているため、この間倍
率は一般入試より低くなっています。本学への進学を強く志
望されているみなさんは、合格に有利となっているAO入試ま
たは推薦入試A・Bから積極的に受験してください。
　年明けからの一般入試は、特別奨学生選抜入試の対象方式
を昨年度から拡大しています。前期・中期入試すべての方式
が対象となるので特別奨学生の対象者数は以前より増加して
います。「前期Ａ（前期Ａプラスセンター 1）」「前期Ｂ（前期Ｂプ
ラスセンター 1）」「中期（中期プラスセンター 2）」「後期」と「セ
ンター利用前期Ａ」「センター利用前期Ｂ」「センター利用中期」
の4回の試験日程で13方式の判定を行います。大規模私立総
合大学による合格者の絞込みや他大学の学部改組などの動向
もあり、入学手続率の状況によっては、3月入試で倍率が跳
ね上がる可能性があります。定員枠が大きい一般入試前期か
ら気を緩めず、学習計画に基づく受験教科学習とマークセン
ス方式対策をしっかり行ってください。
　臨床検査学コースは定員30名のコースとして募集します。
定員規模が小さいため、年内の入学手続の状況によって一般
入試の倍率が変動する可能性があるので、早い時期からの受
験を検討ください。複数学科併願の無償化により、3学科と
の併願がよりしやすくなっています。今年度から「一般公募制
推薦A・Ｂ」を、新たに特別奨学生選抜入試としています。
　また、AO入試でもインターネット出願を開始するので、入
学検定料は自動計算されて検定料総額から5,000円割引、振込
みはクレジットカードとコンビニエンスストアで24時間休日対
応可能で便利になります。さらに「入学検定料減免制度」を生か
して、「複数学科併願制度の無償化」や「2方式判定制度」での学
内併願を行うなど、失敗しない受験を心がけてください。

複数学科併願制度の無償化、一般入試前期とセンター利用前期の全方式を
対象にした特別奨学生選抜入試。

2019 年度
入試

ダンス部“SinTam” 
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「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ちきらめくさま。
大学祭の名称として学生が命名しました。
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2019年度 一般入試Ａ・Ｂで東京会場、一般入試Ｂで広島会場を新設

入試方式 特別奨学生
選抜入試

臨床検査学コースを
募集する入試方式 試験日 試験会場 発表日募集する

入試方式
3学科
との併願

ＡＯ（実験・実習評価型）入試 × × × 9/29 本学 10/10
公募制推薦A 臨床のみ ○ 可 11/11 本学・京都

大阪・名古屋 11/26
公募制推薦 B 臨床のみ ○ 可 11/17
公募制推薦（地域特別枠） 授業料減免制度 ○ × 11/17 本学 11/26
公募制推薦 (自己推薦型 ) C
多面評価型 × × ×

12/9 本学
京都 12/14公募制推薦 (自己推薦型 ) C

専門・総合学科枠 × × ×

前期A ○ ○ 可
1/29 本学・京都・大阪

東京・名古屋・三重
岡山（前期Aのみ）
広島（前期Bのみ）
浜松（前期Aのみ）

2/10
前期 Aプラスセンター 1
 ( センター試験併用型 ) ○ × ×

前期 B ○ ○ 可
2/3前期 Bプラスセンター 1

 ( センター試験併用型 ) ○ × ×

中期 ○ ○ ×
2/17

本学・京都
大阪
名古屋

2/25中期プラスセンター 2
（センター試験併用型） ○ × ×

後期 × ○ × 3/11 本学・京都
大阪・名古屋 3/16

センター利用前期Ａ ○ ○ 可 1/19・20
本学独自の
試験なし

各地区指定の
試験会場

2/10センター利用前期Ｂ ○ ○ 可
センター利用中期 ○ ○ 可 2/25

　※詳しくは、2019年度入学試験要項及びＡＯ入試入学試験要項で必ずご確認ください。



巻頭特集

学生たちは日々の学びとともに、さまざまなフィールドで自主的な活動に取り組んでいます。今回は、社会に
貢献する研究活動、地域を盛り上げる活動、自己の可能性を広げるチャレンジの3つの分野の活動を紹介します。

巻頭特集／研究や自主活動に、今、輝いている学生たち
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飼
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を
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い
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に
も
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と
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ア
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く
る
こ
と
も
。
公
私
に
渡
っ
て
手
を
動
か

す
の
が
大
好
き
な
上
个
平
さ
ん
で
す
。

ビワマスの餌開発チーム 船見さん（左）と森本さん（右）

春日井さん（左）と松本さん（右）

上ヶ平さん（左）と中島さん（右）

食味試験
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武
将
役
を
演
じ
る

長
浜
き
も
の
親
善
大
使
で
各
地
を
回
る

　

子
ど
も
歌
舞
伎
で
名
を
馳
せ
る
「
長
浜

曳
山
ま
つ
り
」
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
長
濱
八
幡
宮
の
例
祭

で
す
。
そ
の
前
夜
、
４
日
間
に
渡
っ
て
執

り
行
わ
れ
る
裸
参
り
で
は
、
子
ど
も
役
者

の
健
康
と
狂
言
奉
納
の
よ
い
順
番
を
祈
願

し
て
、
弓
張
提
灯
を
掲
げ
た
さ
ら
し
姿
の

若
衆
が
、「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
掛
け

声
を
か
け
な
が
ら
長
濱
八
幡
宮
か
ら
豊
国

神
社
へ
参
拝
し
ま
す
。

　

こ
の
勇
壮
な
裸
参
り
に
本
学
か
ら
初
め

て
参
加
し
た
の
が
、
西
山
孝
大
さ
ん
と
松

浦
拓
哉
さ
ん
。
夜
風
の
冷
た
さ
に
震
え
な

　

10
月
６
日
と
７
日
、
国
の
特
別
天
然
記

念
物
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
研
究
や

保
護
に
関
わ
る
個
人
や
団
体
が
一
堂
に
集

う
「
第
15
回
日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
会
・
長
浜
市
大
会
」
が
、
本
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
結
成
さ
れ
た
大
会
実
行

委
員
会
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
S
N
S
な
ど
を
活
用
し
、
大
会
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ア
ニ

　

若
き
日
の
豊
臣
秀
吉
が
初
め
て
城
持
ち

の
大
名
に
出
世
し
た
こ
の
長
浜
で
、
毎
年

６
月
に
開
催
さ
れ
る
の
が
「
近
世
城
下
町

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」。
秀
吉
と
柴
田
勝
家

が
覇
権
を
か
け
て
争
っ
た
賤
个
岳
の
戦
い

で
、
八
面
六
臂
の
活
躍
を
み
せ
た
＂
七
本

槍
＂
と
よ
ば
れ
る
７
人
の
武
将
に
扮
し
、

長
濱
八
幡
宮
か
ら
長
浜
城
ま
で
を
練
り
歩

く
武
将
パ
レ
ー
ド
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
本
学
か
ら
４
人
の
学
生
が
石

田
光
成
隊
の
家
臣
役
と
し
て
パ
レ
ー
ド
に

参
加
。
勇
壮
な
甲
冑
姿
で
沿
道
の
市
民
か

ら
歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。「
甲
冑
は
す

　

中
高
一
貫
の
女
子
高
で
茶
道
・
礼
法
・

華
道
を
学
び
、
高
校
１
年
生
の
と
き
、
半

年
間
着
付
け
を
習
っ
て
「
き
も
の
装
い
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
。
人
生
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
着
物
文
化
に
触
れ
て
き
た
と
い
う

揚
田
葵
衣
さ
ん
。

　

本
学
が
立
地
す
る
長
浜
市
に
も
伝
統

的
な
絹
織
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、

「
大
好
き
な
着
物
で
長
浜
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」
と
、
滋
賀
県
呉
服
小
売
商
連
合
会
が

企
画
し
た
「
２
０
１
８
長
浜
き
も
の
親
善

大
使
」
の
選
出
大
会
に
応
募
。
着
こ
な
し

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
審

査
が
あ
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
９
人
の
中

か
ら
３
人
の
大
使
の
一
人
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
大
会
に

向
け
て
近
所
の
呉
服
店
で
も
う
一
度
着
付

西
山 

孝
大
さ
ん
　
　

松
浦 

拓
哉
さ
ん

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生 

　
　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生

城
本 

裕
基
さ
ん
　  

山
本 

あ
か
ね
さ
ん

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
４
年
次
生
　
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生 

　

松
澤 

惇
司
さ
ん    

山
形 
純
輝
さ
ん

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生

揚
田 

葵
衣
さ
ん 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
４
年
次
生

地域を盛り上げる
活動

が
ら
も
、
威
勢
よ
く
お
酒
を
飲
み
干
し
、

町
内
を
練
り
歩
い
た
あ
と
に
境
内
の
井
戸

に
飛
び
込
ん
で
身
を
清
め
ま
す
。「
１
年

次
生
の
と
き
か
ら
曳
き
手
と
し
て
曳
山
ま

つ
り
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。で
も
、

裸
参
り
は
今
回
が
初
め
て
。
今
年
は
ま
つ

り
本
番
の
本
日
で
も
、＂
背
負
っ
て
い
る
＂

と
い
う
責
任
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」
と
西

山
さ
ん
。
大
阪
・
吹
田
市
の
出
身
で
す
が
、

所
属
サ
ー
ク
ル
の
「
琵
琶
湖
研
究
部
」
を

通
じ
て
長
浜
市
民
と
ふ
れ
あ
い
、
湖
北
で

し
か
味
わ
え
な
い
体
験
に
胸
躍
る
毎
日
だ

と
い
い
ま
す
。

　

一
方
で
松
浦
さ
ん
は
、「
僕
も
去
年
曳

き
手
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
ま
だ

疎
外
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
裸
参
り

か
ら
参
加
で
き
た
の
で
、
ま
る
で
地
元
の

お
祭
り
の
よ
う
で
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

昔
か
ら
家
庭
菜
園
に
い
そ
し
み
、
大
学
で

は
農
業
サ
ー
ク
ル
＂W

A
LK

＂
に
所
属

す
る
松
浦
さ
ん
。
地
元
農
家
に
知
り
合
い

が
増
え
、
農
業
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す
強

く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

マ
ル
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス

学
科
齊
藤
修

先
生
の
研
究

室
で
、
環
境

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用

い
た
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
生
息
域

調
査
を
行
う
城
本
裕
基
さ
ん
も
そ
の
１

人
。「
１
９
６
０
年
代
に
中
国
か
ら
連
れ

て
こ
ら
れ
た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
野

生
化
し
、
日
本
の
固
有
種
と
交
雑
す
る
こ

と
が
全
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
幸
い
、
滋
賀
県
下
で
最
も
保

護
活
動
が
盛
ん
な
長
浜
市
内
の
繁
殖
地

は
、
本
学
の
調
査
に
よ
っ
て
日
本
固
有
の

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
域
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
山
本
あ
か
ね
さ
ん
は
、
１
年
次

に
受
講
し
た
湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
す
る
河
川

の
生
き
物
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
こ
と

か
ら
、
担
当
教
員
の
齊
藤
先
生
に
大
会
実

行
委
員
に
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動

す
る
一
面
を
持
ち
な
が
ら
、
再
生
医
療
の

担
い
手
で
あ
る
細
胞
培
養
士
に
憧
れ
て
本

学
へ
。「
最
近
は
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

生
態
調
査
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
楽
し
さ
に
も
目
覚
め
ま
し
た
」
と
、

新
た
な
好
奇
心
を
開
花
さ
せ
て
い
ま
す
。

べ
て
レ
プ
リ

カ
。
あ
ま
り

重
く
は
な
い

で
す
が
、
歩

く
と
と
て
も

暑
か
っ
た
。

こ
れ
が
本

物
だ
っ
た
ら

ど
ん
な
に
し

ん
ど
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
山
形
純
輝
さ
ん
。
農

業
サ
ー
ク
ル
＂W

A
LK

＂
の
部
長
を
務
め
、

長
浜
周
辺
の
農
家
と
学
生
を
つ
な
ぐ
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
本
学
の
大
学

院
に
進
学
し
、
生
産
効
率
を
向
上
す
る
植

物
工
場
の
研
究
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
山
形
さ
ん
と
と
も
に
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
た
松
澤
惇
司
さ
ん
は
、「
町

の
人
を
巻
き
込
ん
で
み
ん
な
で
一
斉
に

﹃
オ
ー
ッ
!
﹄
と
勝
鬨
を
揚
げ
る
な

ど
、
一
体
感
が
す
ご
か
っ
た
。
本

物
の
武
将
に
な
れ
た
気
分
で
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
松
澤
さ
ん
も
農
業

サ
ー
ク
ル
＂W

A
LK

＂
の
メ
ン
バ
ー

で
、
農
家
の
野
菜
を
使
っ
て
地
元

の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る

の
が
何
よ
り
楽
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
彼
ら
二
人
は
、
学
生
生
活

の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
地
域
と
の

交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

け
を
学
び
、
自
分
で
着
物
を
着
て
行
っ
た

の
が
評
価
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
今
年
は
栄
え
あ
る

大
使
と
し
て
長
浜
特
産
の
浜
ち
り
め
ん
に

袖
を
通
し
、
長
浜
商
工
会
議
所
の
新
年
賀

詞
交
歓
会
や
「
広
報
な
が
は
ま
」
の
表
紙

撮
影
、
皇
太
子
ご
夫
妻
が
臨
席
し
た
「
第

29
回
全
国
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い
」
の

式
典
で
、
艶
や
か
な
着
物
姿
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
研
究
室
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
イ
ン
ク

と
よ
ば
れ
る
複
製
困
難
な

タ
グ
を
使
い
、
外
国
産
か

純
国
産
か
を
見
分
け
る
真

珠
の
真
贋
判
定
技
術
を
研

究
。
国
産
真
珠
の
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
貢
献
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

巻頭特集／研究や自主活動に、今、輝いている学生たち

オオサンショウウオの夜間調査

実行委員会の発足会議

ヨイサ、ヨイサの掛け声で

「本日」は鳳凰山の曳き手

全国「みどりの愛護」のつどい

黒壁スクエアで

甲冑姿で引き締った表情

長浜城前に勢揃い

城本さん（左）と山本さん（右）西山さん（左）と松浦さん（右）

松澤さん（左）と山形さん（右）

長
浜
曳
山
ま
つ
り
裸
参
り
に
参
加
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大
胆
な
技
で
魅
了
す
る
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
ら
テ
ー
マ
を
見
つ
け
バ
イ
オ
実
験
に
取
り
組
む

子
ど
も
を
笑
顔
に
変
え
る
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
と
は
、２
本
の
縄
を
使
っ

た
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
縄
跳
び
の
こ
と
。

ス
ピ
ー
ド
や
演
技
力
を
競
う
た
め
見
て
い

る
だ
け
で
面
白
く
、
本
学
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
サ
ー
ク
ル
＂Lonvich

＂
に
も
、
地
元
企

業
の
夏
祭
り
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ

へ
の
出
演
依
頼
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

部
長
を
務
め
る
矢
野
優
実
さ
ん
は
、サ
ー

ク
ル
内
で
唯

一
宙
返
り
が

決
め
ら
れ
る

大
技
の
持
ち

主
で
、
小
学

生
で
器
械
体

操
、
中
学
生

で
陸
上
、
高

校
生
で
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
た

運
動
神
経
抜

群
の
人
物
で

す
。「
他
大

学
の
学
生
に

　

宿
場
町
の
面
影
を
今
に
伝
え
る
北
国
街

道
沿
い
の
町
家
を
借
り
受
け
、
そ
の
場
を

拠
点
に
学
生
が
自
ら
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
が
＂
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＂。

　

そ
の
代
表
を
務
め
る
馬
場
啓
帆
さ
ん
は
、

Ａ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
抱
く

一
方
で
、
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
恒
例
の

七
夕
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
向
け
の
科
学
実

験
教
室
、
地
域
の
お
祭
り
や
手
づ
く
り
市

へ
の
出
店
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で

　
「
バ
イ
オ
実
験
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
は
、

科
学
者
や
技
術
者
に
必
要
な
未
知
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
１
年
次
生
か
ら
養
う

た
め
に
、学
生
が
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

教
員
や
先
輩
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
実
験

に
取
り
組
む
本
学
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

な
科
目
で
す
。

　

安
田
直
樹
さ
ん
と
新
谷
祐
生
さ
ん
は
、

秋
田
県
の
田
沢
湖
に
生
息
す
る
ウ
グ
イ
が

高
い
耐
酸
性
を
有
す
る
こ
と
を
知
り
、
琵

琶
湖
の
ウ
グ
イ
と
比
較
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩

基
配
列
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る

の
か
を
調
べ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
浜
市
出
身
で
幼
い
頃
か
ら
琵
琶
湖
の

　
「
以
前
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
で
し

た
」
と
話
す
奥
山
優
哉
さ
ん
。
こ
れ
ま
で

マ
ジ
ッ
ク
の
経
験
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
大
学
で
は
一
風
変
わ
っ
た

こ
と
が
し
て
み
た
い
」
と
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー

ク
ル
へ
入
部
。
今
で
は
華
麗
な
ト
ラ
ン
プ

マ
ジ
ッ
ク
か
ら
大
掛
か
り
な
ス
テ
ー
ジ
マ

ジ
ッ
ク
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
独

学
で
マ
ス
タ
ー
し
、
本
学
の
学
園
祭
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
引
っ
張
り
だ
こ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

終
わ
っ
た
後
に
﹃
す
ご
い
!
﹄﹃
魔
法
使

い
み
た
い
!
﹄
な
ん
て
い
わ
れ
る
と
嬉
し

く
て
︵
笑
︶」。
と
り
わ
け
小
さ
な
子
ど
も

矢
野 

優
実
さ
ん  

山
下 

萌
さ
ん

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生 

　　バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生

田
中 

杏
奈
さ
ん         

馬
場 

啓
帆
さ
ん 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生 

新
谷 

祐
生
さ
ん   

安
田 
直
樹
さ
ん

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
１
年
次
生
　バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
１
年
次
生

奥
山 

優
哉
さ
ん 

　 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生

地域を盛り上げる
活動

自己の可能性を
広げるチャレンジ

は
現
役
の
プ
ロ
も
い
ま
す
。
彼
ら
の
技
を

動
画
で
見
な
が
ら
ひ
た
す
ら
練
習
に
励
み
、

で
き
た
と
き
の
達
成
感
が
気
持
ち
い
い
で

す
ね
」。
矢
野
さ
ん
は
部
長
と
し
て
外
部
か

ら
の
出
演
依
頼
に
対
応
す
る
な
ど
、
自
主

的
に
サ
ー
ク
ル
活
動
の
運
営
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
山
下
萌
さ
ん
は
小
学
校
３
年
生

か
ら
剣
道
に
打
ち
込
み
、
現
在
で
は
二
段

の
腕
前
。
学
内
で
＂Lonvich

＂
の
ス
テ
ー

ジ
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
先
輩
た
ち
の
熱

気
と
楽
し
げ
な
姿
に
惹
か
れ
て
入
部
を
決

め
た
と
話
し
ま
す
。「
団
体
競
技
は
こ
れ

が
初
め
て
。
自
分
だ
け
頑
張
っ
て
も
、チ
ー

ム
全
体
が
上
達
し
な
け
れ
ば
競
技
と
し
て

成
立
し
な
い
。
そ
こ
に
剣
道
と
は
違
う
魅

力
を
感
じ
ま
す
」。
彼
女
は
将
来
、
病
気

で
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
母
の
た
め
、

遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
で
危
険
因
子
の
な

い
食
品
を
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

「
印
象
的
だ
っ
た
の
は
１
年
次
生
で
初
め
て

出
店
し
た
﹃
近
世
城
下
町
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
﹄。
企
画
し
た
フ
ル
ー
ツ
あ
め
が
売
れ
な

く
て
、
値
下
げ
し
て
も
売
れ
な
く
て
、
最

後
に
商
店
街
の
会
長
さ
ん
が
ぜ
ん
ぶ
買
い

と
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。
こ
の
出
来
事
を

き
っ
か
け
に
、
誰
と
で
も
打
ち
解
け
て
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
実
験
が
大
好
き
」
と
い
う
田
中
杏
奈

さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者
。
手
先

の
器
用
さ
を
生
か
し
て
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク

ル
に
も
所
属
し
、
長
浜
北
小
学
校
の
職
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
わ
ー
く
ワ
ー
ク
北
小
タ

ウ
ン
」で
は
、＂
科
学
者
に
な
っ
て
み
よ
う
＂

と
い
う
テ
ー
マ
で
糸
電
話
を
使
っ
た
実
験

を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
ま
し
た
。「
糸

の
素
材
や
長
さ
に
よ
っ
て
異
な
る
音
の
伝

播
を
体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
田
中

さ
ん
。
同
じ
目
線
で
ゆ
っ
く
り
語
り
か
け

る
な
ど
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
も
随
分
上

手
に
な
り
ま
し
た
。

魚
に
親
し
ん
で
き
た
安
田
さ
ん
は
、「
耐

酸
性
に
関
わ
る
ウ
グ
イ
のV

-A
T

Pase

酵
素
を
調
べ
る
こ
と
で
、
田
沢
湖
の
ウ
グ

イ
だ
け
が
持
つ
塩
基
配
列
が
見
つ
か
れ
ば

大
き
な
発
見
に
な
る
は
ず
で
す
」
と
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代

は
生
物
部
に
所
属
し
、
渓
流
釣
り
が
趣
味

だ
っ
た
と
い
う
新
谷
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま

で
誰
も
研
究
し
て
い
な
い
テ
ー
マ
な
の

で
、
ど
ん
な
結
果
が
出
る
の
か
楽
し
み
。

参
考
に
な
る
論
文
を
探
し
て
渡
し
て
く
だ

さ
る
な
ど
、
先
輩
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
い
な
が
ら
頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

耐
酸
性
の
比
較
の
た
め
、
田
沢
湖
の
ウ
グ

イ
だ
け
で
な
く
酸
性
度
の
極
め
て
高
い
青

森
県
・
宇
曽
利
湖
の
ウ
グ
イ
も
調
査
対
象

に
含
め
た
り
、
琵
琶
湖
の
ウ
グ
イ
と
差
異

の
な
い
場
合
を
考
え
て
、
ウ
グ
イ
の
近
縁

種
で
も
遺
伝
子
解
析
を
行
っ
た
り
す
る
必

要
が
あ
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積

み
で
す
が
、
二
人
は
課
題
に
真
摯
に
向
き

合
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

か
ら
の
人
気
が
高
く
、「
い
ぶ
き
っ
こ
ク

ラ
ブ
」
や
「
河
並
児
童
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、

近
隣
の
学
童
保
育
の
催
し
に
呼
ば
れ
る
機

会
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
奥
山
さ
ん
は
、
将
来
臨
床
検
査

技
師
に
な
る
た
め
に
、
２
年
次
生
か
ら
臨

床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
て
い
ま

す
。「
看
護
師
と
し
て
働
く
母
の
勧
め
も

あ
り
ま
し
た
が
、
僕
自
身
、
人
の
命
を

救
う
手
助
け
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」。

血
液
や
尿
な
ど
の
検
体
検
査
だ
け
で
な
く
、

臨
床
検
査
技
師
の
仕
事
に
は
心
電
図
や
脳

波
測
定
な
ど
患
者
さ
ん
に
直
接
触
れ
る
生

理
機
能
検
査
が
あ
り
ま
す
。
マ
ジ
ッ
ク
で

培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
、

臨
床
検
査
の
現
場
で
き
っ
と
役
に
立
つ
日

が
く
る
は
ず
で
す
。

巻頭特集／研究や自主活動に、今、輝いている学生たち

ショッピングセンターで子どもたちに体験教室

小学生の科学者体験を指導

学内で恒例の七夕祭り

命洸祭ではステージで披露

近世城下町ふるさと祭りでも披露

田中さん（左）と馬場さん（右）矢野さん（左）と山下さん（右）

健康フェスティバルで演技を披露

新谷さん（左）と安田さん（右）

DNAの抽出実験

先行論文を調査
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Campus News
長浜バイオ大学は、生涯学習など社会教育事業での地域貢献を図る目的
で、市民土曜公開講座を今年度から新たに開講、学生たちの梅酒プロジェ
クトは2年目が始動し、夏季休暇を含めて学生たちの課外活動や自主活動
も活発に行われています。

学
生
の
活
動
報
告
に
湧
い
た

保
護
者
懇
談
会

長
谷
川
先
生
が

滋
賀
テ
ッ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
で
最
優
秀
賞

地
域
住
民
を
対
象
に

市
民
土
曜
公
開
講
座
を
開
催

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
め
ざ
し

梅
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

　

６
月
23
日
、
高
校
の
先
生
を
対
象
に
し
た
本
学
の
「
大
学
説

明
会
・
施
設
見
学
会
」
を
開
催
し
、
滋
賀
を
始
め
京
都
、
大
阪
、

兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
、
岐
阜
、
三
重
、
愛
知
、
福
井
の
各
府

県
か
ら
、
進
路
指
導
や
学
年
主
任
の
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
蔡
晃
植
学
長
が
挨
拶
を
兼
ね
て
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
の
未
来
と
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
優
位
性
、
２
０
１
９
年

４
月
の
学
部
再
編
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
新
た
に
誕
生
す

る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
メ
デ
ィ
カ
ル
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
３
学
科
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
臨
床
検

査
学
コ
ー
ス
の
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
学
び
の
特
色
と

進
路
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
度
入
試
を
取
り
巻
く
環
境
と
本
学
入
試

の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
明
川
浩
之
入
試
担
当
課
長
が

説
明
し
た
後
、
大
学
の
施
設
見
学
と
入
試
指
定
校
な
ど
の
個
別

相
談
、
本
学
が
提
供
す
る
高
大
連
携
事
業
の
紹
介
と
相
談
を
行

い
ま
し
た
。

　

旧
湖
北
町
の
野
鳥
セ
ン
タ
ー
に
も
程
近
い
早
崎
内
湖
ビ
オ

ト
ー
プ
は
、
干
拓
農
地
の
約
１
／
５
に
水
を
は
り
、
動
植
物
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
日
本
最
大
の
ビ
オ
ト
ー
プ
実
験
地
で
す
。

多
様
な
生
き
も
の
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
滋
賀
県
内
有
数
の
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
12
日
、
こ

の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
「
夜
の
観
察
会
」
が
開
催
さ
れ
、
ア
ニ
マ
ル

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
齊
藤
修
研
究
室
の
水
戸
直
助
手
と
学

生
８
人
、
琵
琶
湖
研
究
部
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
、
早
崎
内
湖
の
再
生
を
め
ざ
す
「
早
崎
内
湖

再
生
保
全
協
議
会
」
が
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
学
生
の
た
め
に

と
開
催
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
本
年
度
か
ら
齊
藤
研
究
室
の

中
川
亮
さ
ん
︵
博
士
課
程
前
期
課
程
１
年
︶
と
琵
琶
湖
研
究
部

の
亀
田
森
羅
さ
ん
︵
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
︶
が

協
議
会
の
委
員
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
若
い
人
た
ち

に
も
早
崎
内
湖
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
亀

田
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
協
議
会
の
活
動
に
バ
イ
オ
大
の
学
生

が
ほ
と
ん
ど
参
加
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
動

物
研
究
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
地
域
貢
献
と
社
会
教
育
事
業
の
一
環

と
し
て
、
長
浜
市
民
の
み
な
さ
ま
を
対
象
に
「
長
浜
市
民
公
開

土
曜
講
座
」
を
開
講
、
６
月
23
日
に
蔡
晃
植
学
長
を
講
師
に
第

１
回
の
講
座
を
開
催
、
第
２
回
の
講
座
は
８
月
18
日
に
福
知
山

公
立
大
学
の
井
口
和
起
学
長
が
講
師
と
な
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
学
が
開
講
し
て
16
年
目
を
迎
え
る
こ
と
を

契
機
に
、
生
涯
学
習
な
ど
社
会
教
育
事
業
で
一
層
の
地
域
貢
献

を
図
る
目
的
の
取
り
組
み
で
す
。
本
格
的
な
講
座
の
実
施
は

２
０
１
９
年
度
か
ら
で
、今
年
度
は
そ
の
準
備
年
と
し
て
、テ
ー

マ
を
特
定
の
分
野
に
限
定
せ
ず
自
然
科
学
系
講
座
２
回
と
社

会
・
人
文
科
学
系
講
座
２
回
の
合
計
４
回
の
講
座
を
開
講
し
ま

す
。

　

第
１
回
の
講
座
に
は
80
人
を
超
え
る
参
加
者
が
、「
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
は
本
当
に
危
険
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
蔡

学
長
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
講
演
後
に
は
多
く
の
質
問
が

参
加
者
か
ら
だ
さ
れ
る
な
ど
白
熱
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

井
口
学
長
は
「
明
治
維
新
１
５
０
年
、井
伊
直
弼
と
明
治
維
新
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
伊
吹
山
の
麓
の
梅
林
で
青
梅
摘
み
と
選
果
作
業

の
見
学
、
佐
藤
酒
造
さ
ん
に
移
動
し
て
青
梅
の
ヘ
タ
取
り
で
、

梅
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
年
目
が
始
動
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
９
人
と
松
島
三
兒
先
生
、そ
れ
に
タ
イ
・

カ
セ
サ
ー
ト
大
学
か
ら
国
際
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
研
修
で
本
学
に

来
て
い
る
ア
ン
さ
ん
と
研
究
室
担
当
教
員
の
長
谷
川
慎
先
生
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
い
て
参
加
し
た
吉
田
七
海
さ
ん
︵
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
︶
は
、「
昨
年
参
加
し
て
も
っ
と
や
り

た
い
な
と
純
粋
に
思
い
ま
し
た
。
一
年
の
活
動
を
通
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
こ
う
し
て
み
た
ら
と
い
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
思
い
が
募
り
、
今
年
度
も
参
加
し
ま
し
た
。
完

成
し
た
梅
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、
私
が
つ
く
っ
た
お
酒
な
ん
だ

と
思
い
感
動
し
ま
し
た
」、
今
年
度
初
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
三
島
弘
大
さ
ん
︵
同
２
年
次
生
︶
は
、「
お
酒
が
好

き
な
の
で
、
お
酒
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
面
白
そ
う

だ
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
梅
の
実
は
大
き
め
の
も
の
を
選

ん
で
摘
み
ま
し
た
が
、
ヘ
タ
取
り
は
結
構
大
変
で
し
た
。
今
か

ら
梅
酒
が
出
来
上
が
る
の
が
楽
し
み
で
す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

高
校
教
員
対
象
の
説
明
会
に

10
府
県
か
ら
参
加

日
本
最
大
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で

学
生
が
生
き
も
の
を
夜
間
観
察

　

６
月
３
日
、
２
０
１
８
年
度
の
保
護
者
懇
談
会
を
本
学
で
開

催
し
、
２
６
０
人
を
超
え
る
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
説
明
会
で
蔡
晃
植
学
長
は
、「
長
浜
バ

イ
オ
大
学
が
目
指
す
も
の
」
と
題
し
て
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
見

る
本
学
の
研
究
力
の
高
さ
を
紹
介
し
た
後
、
現
在
進
め
て
い
る

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
学
生
に
対
し
て
の
３
つ
の
約
束
、
２
０
１
９

年
度
か
ら
の
学
部
再
編
に
取
り
組
む
社
会
的
な
背
景
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、JA

BEE

委
員
長
と
し
て
、
今
年
10
月
に

JA
BEE

︵
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
︶
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

本
審
査
を
受
け
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
本
学
の
学
生
に
よ
る
活
動
紹
介
で
は
、
山
本

永
花
さ
ん
︵
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
︶
が
＂
梅
酒

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＂
に
よ
る
盆
梅
の
町
・
長
浜
に
ふ
さ
わ
し
い
梅

酒
「
う
め
つ
ぼ
み 

に
ご
り
」
を
長
浜
市
内
の
佐
藤
酒
造
さ
ん
と

共
同
で
開
発
し
た
取
り
組
み
、「
純
米
吟
醸 

長
濱
」
の
＂
地
の

酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＂
の
活
動
と
今
年
１
月
に
学
生
が
企
画
し
開

催
し
た＂
地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
＋
脱
出
ゲ
ー
ム
＂を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

市
民
を
対
象
に
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
琵
琶
湖

研
究
部
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
部
長
の
亀
田
森
羅
さ
ん
︵
同

３
年
次
生
︶
が
、
シ
ー
グ
ラ
ス
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
体
験
イ
ベ

ン
ト
と
地
場
産
業

の
浜
ち
り
め
ん
を

使
っ
た
ひ
な
人
形

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
。
同
部
の

部
員
が
担
い
手
と

な
っ
た
長
浜
曳
山

ま
つ
り
の
参
加
体

験
を
西
山
孝
大

さ
ん
︵
同
３
年
次

生
︶
が
報
告
し
ま

し
た
。

　

滋
賀
県
と
大
学
や
企
業
な
ど
で
構
成
す
る
「
滋
賀
発
成
長
産

業
発
掘
・
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
主
催
で
、
第
３
回
と
な

る
＂
滋
賀
テ
ッ
ク
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
＂
の
最
終
選
考
会
が
７

月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
長
谷
川
慎
教
授
を
代
表
と
す
る
「
チ
ー

ム
・
ワ
ン
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス
」︵
長
浜
バ
イ
オ
大
学
・

滋
賀
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
・︵
株
︶
ピ
ー
エ
ム
テ
ィ
ー
︶
が
、

最
優
秀
賞
と
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
東
洋
紡
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
先
生
は
、
空
気
に
含
ま
れ
る
成
分
の
分
析
に
よ
り
、

健
康
・
安
心
社
会
へ
の
貢
献
を
め
ざ
す
新
技
術
の
実
用
化
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
空
気
中
の
微
粒
子
を
集
め
る
技
術

と
高
感
度
蛍
光
法
に
よ
る
迅
速
ウ
イ
ル
ス
検
出
装
置
、
次
世
代

シ
ー
ケ
ン
サ
で
の
細
菌
叢
分
析
と
い
う
３
つ
の
コ
ア
技
術
を
活

用
し
た
も
の
で
す
。
す
で
に
ケ
ニ
ア
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で

有
用
性
を
実
証
し
、
検
出
装
置
に
つ
い
て
は
製
品
化
を
達
成
す

る
な
ど
、
実
用
化
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
発
展
途
上
国
で
は
、
結
核
は
深

刻
な
問
題
で
、
年
間
死
亡
者
数
も
相
当
な
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。

結
核
菌
は
空
気
感
染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
空
気
中
の

細
菌
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
重
要
な
課
題
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、

こ
の
よ
う
な
課
題

へ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
医
療
・

福
祉
・
製
造
業
・

農
業
な
ど
の
現
場

で
空
気
中
の
病
原

菌
の
監
視
シ
ス
テ

ム
を
実
用
化
す
る

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
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Campus NewsCampus NewsInformation
学生生活 Information

●長浜バイオ大学学費支援奨学金

　学費支援奨学金は、修学の意志があるにも関わらず、
家計状況により、修学が困難となっている学生を経済
的に支援するために、創立10周年記念募金を基金とし
て設置しています。申請にはいくつか要件があり、家計
収入に基準がありますので、詳しくは10月15日（月）に
開催する説明会で要項を配布の上、内容の詳細を説明
しますので、必ず参加してください。

【学費支援奨学金の内容】
給付金額： 20万円（年間1回限り給付で、4か年で最大4

回の受給可能。返還の必要はありません）
申請期間： 2018年10月22日（月）～ 11月9日（金）締切

日厳守
募集時期： 前期及び後期セメスターにそれぞれ1回実

施。但し、学部生・院生とも、1年次について
は後期セメスターから募集します。

給付時期：2019年1月上旬頃
募集人数： 7名程度
 ※家計急変奨学金との併用受給はできません。

●長浜バイオ大学家計急変奨学金

　本学では、修学の意志があるにも関わらず、家計状況
の急変により修学が困難となっている学生を経済的に
援助する目的で、「長浜バイオ大学家計急変奨学金」を
設置しています。
　急変に該当する事由に限定があり、家計収入に基準
がありますので、詳しくは10月15日（月）に開催する説
明会で要項を配布の上、内容の詳細を説明しますので、
必ず参加してください。

【家計急変奨学金の内容】
給給付金額：30万円（年間1回限り給付。返還の必要はありません）
申請期間：2018年10月22日（月）～ 11月9日（金）締切日厳守
給付時期：2019年1月上旬頃
募集人数：5名程度
※ 長浜バイオ大学学費支援奨学金・家計急変奨学金の申込、相談は

命江館1F事務室学生担当で行っています。

●日本学生支援機構奨学金について

※ 日本学生支援機構奨学金についての相談、事務取扱は学生担当
窓口で行っています。

【大学院予約採用】
　予約採用制度は、本学大学院「博士課程前期課程」の2019年度
入学試験に合格し、来年4月に入学予定の学生を対象にしたもので
す。入学前に奨学生採用が決定することにより、安心して大学院
へ進学できます。予約採用に関する説明会は10月3日（水）に行い
ます。奨学金を希望する学生は必ず参加してください。
※説明会の案内は、学内掲示、Web掲示などでお知らせします。

【奨学金の返還（2019年3月に卒業・修了する学生）】
　奨学金の返還は貸与終了の翌月から数えて7カ月目に始まりま
す。2019年3月に卒業する学部生、修了する大学院生は、3月に満
期終了し2019年10月から返還が始まります。貸与終了に先立ち、
2018年11月頃までに「貸与奨学金返還確認票」（満期時における貸
与総額・返還月額などが記載されている）と『返還のてびき』（返還
に伴う各種手続きの解説書）が届きます。返還に伴う手続きに関
する説明会を11 ～ 12月に開催します。2019年3月に卒業する学
部生、修了する大学院生は、必ず参加してください。
　上記説明会は、日本学生支援機構からの「貸与奨学金返還確認
票」が到着してから決定します。説明会の案内は、学内掲示、Web
掲示などにより行いますので、対象者はご注意ください。

吹
奏
楽
部
の
新
入
部
員
に

Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
ピ
ン
を
授
与

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
出
来
栄
え
を

琵
琶
湖
研
究
部
が
鑑
賞

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究
会
、
農
業
サ
ー
ク
ル
＂
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＂、

命
洸
祭
実
行
委
員
会
、
琵
琶
湖
研
究
部
な
ど
が
協
力
し
、
５
月

に
田
植
え
を
行
っ
た
虎
姫
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
見
頃
を
迎
え
た
７

月
11
日
、
琵
琶
湖
研
究
部
の
学
生
が
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
虎
姫
地
域
づ
く
り
協
議
会
が

２
０
１
３
年
か
ら
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
学
生
団
体
は
、
昨
年
度
か
ら

協
力
し
て
い
ま
す
。
虎
御
前
山
の
麓
に
あ
る
約
６
８
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
水
田
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

︵
緑
︶、
古
代
米
︵
黒
︶、
観
賞
用
の
稲
︵
赤
・
黄
・
白
︶
で
図

柄
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
今
年
度
は
、
地
元
ゆ
か
り
の
厄

よ
け
大
師
「
角
大
師
」
に
加
え
、
長
浜
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
三
成
く
ん
」
を
描
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
琵
琶
湖
研
究
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
写
真
よ
り
色

の
違
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
綺
麗
だ
っ
た
」「
９
月
30
日
の

収
穫
祭
で
は
、
自
分
た
ち
で
植
え
た
お
米
を
ぜ
ひ
食
べ
た
い
」

と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
吹
奏
楽
部
の
新
入
生
に
、
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
の
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
入
会
式
と
会
員
ピ

ン
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
は
、
奉
仕
精

神
の
育
成
を
目
的
と
し
て
大
学
を
対
象
に
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
が
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
す
る
組
織
で
、
吹
奏
学
部
は
２
０
０
５
年

に
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
認
証
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
新
入
生
を
対
象

に
入
会
式
と
ピ
ン
授
与
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
の
堀
江
節
子
会
長
が
、

「
今
年
度
の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
入
学
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
校
歌
で
あ
る
﹃
悠
久
の
街
﹄
を
、
少
な
い
人
数
で
し
た

が
懸
命
に
演
奏
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」
と
挨

拶
。続
い
て
吹
奏
楽
部
副
部
長
で
前
部
長
の
角
尾
愛
実
さ
ん︵
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
︶
が
、
今
年
度
の
新
入
部
員

13
人
を
紹
介
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
に
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
ピ
ン

を
授
与
い
た
だ
い
た
の
ち
、
堀
江
会
長
よ
り
支
援
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
吹
奏
学
部
部
長
の
友
次
那
菜
さ
ん
︵
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
︶
が
、「
今
年
は
新
入
部
員
が
た
く
さ

ん
入
部
し
た
の
で
、
昨
年
以
上
に
地
域
か
ら
の
依
頼
演
奏
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
に
貢
献
し
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
を
目
標
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

2018年度 学年暦

  9月25日 後期セメスター開始
12月19日 創立記念日
12月29日～ 1月  5日 冬期休暇
  1月28日～ 2月  4日 後期セメスター定期試験
  2月 5日～ 3月31日 春季休暇
  3月16日 卒業式・学位授与式

研究活動の紹介動画をYouTube にアップ！

大学マスコットのフララが
LINEスタンプに！

　長浜バイオ大学の最先端のバイオ研究を紹介する、研究紹介動画第 1 弾の 4 本
が完成し、YouTube の「長浜バイオ大学チャンネル」にアップしました。長浜バ
イオ大学に入学したら、どんな研究ができるのかを、どうぞ一度ご覧願います。
　第 1 弾の動画 4 本は、再生医学や新たな創薬の発見につながる亀村和生先生の
細胞制御学の研究、細胞の老化や寿命を制御する遺伝子の発見とその機能を解明
しヒトの健康寿命に応用しようとする向由起夫先生の出芽酵母を用いた研究、受
精卵が全能性を再獲得する分子機構の解明を進める中村肇伸先生の再生医療につ
ながる研究、そして油脂やデンプン、タンパク質など植物バイオマス増産のため
の技術開発につながる林誠先生の植物の種子の研究を紹介しています。
　研究紹介動画と YouTube の「長浜バイオ大学チャンネル」は下記 QR コードか
らご覧いただけます。

　長浜バイオ大学の公式マスコット、フララの LINE ス
タンプ「フララの学生生活」が完成しました。スタンプ
を制作してくれたのは本学卒業生の殿城祥子さんで、在
学中にフララをデザインした生みの親です。
　スタンプは全部で 40 点あり、バイオ系に限らず理系
の学生や、高校生にも嬉しいアイテムが満載です。お買
い求めは、下記 QR コードからお願いします。

研究紹介動画 YouTube
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クラブ・サークルNOW
club circle Now

大学からのお知らせ

楽しい野球をモットーに日々練習

12月23日の定演に来てください！

ポケモンを通してさまざまな人との交流

野球部 　部長　古田 航さん   （バイオサイエンス学科3年次生）

　私たち野球部“NABIT”は、楽しい野球をモットーに日々練習をしています。
練習は毎週火曜日の15時からと土曜日の10時から行い、基本的な練習や紅白戦
などをしています。練習中は先輩後輩の関係なく、和気あいあいととてもよい
雰囲気のなかで行っています。
　毎年８月には淡路島の大会に参加し、他チームとの交流のなかでチーム力を
高めています。昨年度よりも１勝でも多く勝ち、優勝も狙っています。
部員は30人ほどで経験者も初心者も関係なく、野球に興味がある人、それにマ
ネージャーも大歓迎です！
　野球部が長浜バイオ大学のなかで、一番楽しい部活だと思います！一度足を
運んでみてください！

吹奏楽部 　部長　友次 那菜さん   （バイオサイエンス学科2年次生）

　長浜バイオ大学吹奏楽部です。現在の部員は4回生1人、3回生2人、2回生2人、
1回生10人の計15人です。毎週水、木、日曜日の週3日で練習しています。
　この部活では、地域の方々に音楽を通して楽しんでいただきたいという思いで、
その地域の方から依頼演奏を受けています。その他には長浜市を中心に行われ
るイベントや大学の入学式、卒業式、命洸祭でも演奏しています。今年の12月23日
には長浜文化芸術会館で、第15回の定期演奏会を行ないます。シンフォニック、オ
リジナル、ポップスステージの3部構成ですので、ぜひ来てください。
　今回の命洸祭では、誰もが一度は耳にしたことのある曲を中心に演奏しま
す。出店もするのでぜひ来てください！

ポケモンサークル 　部長　和田 晴人さん   （バイオサイエンス学科1年次生）

　ポケモンサークルは、毎週木曜日に活動しています。現在部員数は男子13人
と女子２人で活動しています。「ポケットモンスターというコンテンツを通し
て他大学にある類同の部活と交流を深める。また、ポケットモンスター対戦に
関する大会に出場し成績を収める」を団体の活動目的としています。
　他大学にあるサークル交流もしつつ普段のサークル活動では、ポケットモ
ンスターの対戦、ポケモンカードゲーム、ポッ拳、ポケモンGOをやっています。
部内大会を開いてお互いのレベルアップに努めています。結成したばかりで
歴史はまだまだ浅いですが、皆ポケットモンスターというコンテンツを楽しん
でいるので、興味がある方はぜひ見学、入部をよろしくお願いいたします！

紅茶・園芸サークル

着々と準備が進む今年度の命洸祭

高
畑
先
生
と
松
島
先
生
に

名
誉
教
授
号
を
授
与

昨年の様子

　

第
16
回
を
迎
え
る
今
年
度
は
、「M

ake Circle

～
つ
く
ろ
う
学
生
と
地
域
の
輪
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

従
来
か
ら
取
り
組
む
地
域
住
民
と
の
交
流
を
軸
と

し
て
、
長
浜
市
以
外
に
も
米
原
市
や
彦
根
市
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
、
湖
北
地
域
全
体
か
ら

の
集
客
を
伸
ば
そ
う
と
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
21
号
の
影
響
で
、
学
園
祭
の
２
日

目
が
あ
い
に
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
３
、０
０
０
人
を
上
回
る
来
場
者
数
を
記
録
し
、

今
年
度
も
前
年
に
負
け
じ
と
５
、０
０
０
人
の
集

客
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
内
の

サ
ー
ク
ル
や
研
究
室
だ
け
で
な
く
、
個
人
に
も
模

擬
店
の
出
店
を
呼
び
か
け
て
学
生
の
参
加
を
促
す

ほ
か
、
多
彩
な
フ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
マ
ル
シ
ェ

や
吉
本
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
最
終
日
に
は
午
前
と
午

後
の
二
部
制
で
豪
華
景
品
が
も
ら
え
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
命
洸
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
長
浜
曳
山

ま
つ
り
へ
の
参
加
や
、
Ｆ
Ｍ
滋
賀
主
催
の
湖
岸
清

掃
へ
の
参
加
、
滋
賀
県
立
大
学
と
の
連
携
な
ど
を

通
じ
、
さ
ら
な
る
命
洸
祭
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。

宮平さん（左）と小路さん（右）

小路さん（右）と宮平さん（左）

　

３
月
31
日
付
け
で
長
浜
バ
イ
オ
大
学
を
退
任

さ
れ
た
、高
畑
京
也
教
授
と
松
島
三
兒
教
授
に
、

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
特
任
教
員
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
松
島
先
生
に
は
、
７

月
25
日
に
名
誉
教
授
称
号
記
の
授
与
式
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
高
畑
先
生
の
最
終
講
義
は
、

９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　10 月 20 日（土）・21 日（日）の２日間、地域への感謝を込めて学生たちが自
ら企画・運営する学園祭「命洸祭」が開催されます。実行委員の小路卓弥さんと
宮平来果さん（ともにバイオサイエンス学科２年次生）に、今年度の命洸祭のテー
マと企画の魅力をインタビューしました。

名
誉
教
授

高
畑 

京
也

名
誉
教
授

松
島 

三
兒

2018年度 命洸祭
Make Circle

～つくろう学生と地域の輪～

10月20日 11:00　開会式
 11:20　オープニングステージ（ダンス部）
 12:00　風船早割
 13:10　ジェスチャーゲーム
 14:10　吉本芸人ステージ
 15:40　マジックショー（マジックサークル）
 16:30　男女逆転コンテスト
10月21日 11:00　オープニングステージ（ダブルダッチサークル）
 11:40　合唱ステージ（長浜合唱団）
 12:05　絵心決定戦
 12:40　～ Lifa ～ LIVEショー
 14:00　ビンゴ大会 Part1
 15:40　うまい棒早食い大会
 17:00　ビンゴ大会 Part2

・
医
学
博
士︵
東
京
大
学
︶

・
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

・
修
士︵
経
済
学
︶︵
埼
玉
大
学
︶

・
埼
玉
大
学
大
学
院
経
済
科
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了

2018年 10月20日（SAT）・21日（SUN）
11:00 ～ 17:30（21日は18:30まで）

問合せ先：命洸祭実行委員会 E-Mail:meikofesta@gmail.com
 https://meikofes.jimdo.com/

メインステージ
プログラム

︵ 予 定 ︶

※時間は変更する場合があります。
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追悼　下西 康嗣先生

下
西 

康
嗣
初
代
学
長
の
略
歴

1
9
5
9
年 

3
月　

　

大
阪
大
学
理
学
部 

化
学
科
卒
業

1
9
6
1
年 

3
月　

　

大
阪
大
学
大
学
院 

理
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

1
9
6
4
年 

3
月　

　

大
阪
大
学
大
学
院 

理
学
研
究
科
博
士
課
程

　

単
位
取
得
退
学

1
9
6
4
年 

4
月　

　

大
阪
大
学
た
ん
ぱ
く
質
研
究
所
助
手

1
9
6
5
年 

9
月　

　

大
阪
大
学
大
学
院 

理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

1
9
6
8
年 

10
月　

　

大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
助
手

1
9
7
1
年 

11
月　

　

大
阪
大
学
た
ん
ぱ
く
質
研
究
所
附
属
ペ
プ
チ
ド

　

セ
ン
タ
ー
助
教
授

1
9
8
6
年 

7
月　

　

大
阪
大
学
た
ん
ぱ
く
質
研
究
所
教
授

1
9
9
9
年 

4
月 （
～
2
0
0
0
年
3
月
）　

　

大
阪
大
学
た
ん
ぱ
く
質
研
究
所
長

2
0
0
3
年 

4
月 （
～
2
0
1
1
年
3
月
）　

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学 

学
長

2
0
1
3
年 

4
月　

　

瑞
宝
中
綬
章
受
賞

●
長
浜
バ
イ
オ
大
学
名
誉
教
授

●
大
阪
大
学
名
誉
教
授

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
初
代
学
長
を
お
務
め

に
な
っ
た
下
西
康
嗣
先
生
が
、
2
0
1
8
年
4

月
6
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

下
西
先
生
は
、
2
0
0
3
年
に
長
浜
バ
イ
オ

大
学
が
開
学
し
た
当
初
か
ら
、「
長
浜
バ
イ
オ
大

学
は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
の
場
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
た
高
い

教
育
を
行
う
場
と
し
て
輝
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」と
い
う
理
念
の
も
と
、こ
れ
を
具
現
化
す

る
た
め
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、

本
学
の
こ
の
よ
う
な
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
幅
広
い
知
識
を
学

生
が
習
得
で
き
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
最
先

端
実
技
を
同
時
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
、
そ
れ
を
実
践
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
今
日
、
幅
広
い
分
野
を
習
得
で
き
る
講
義

科
目
と
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
質
と
量

を
誇
る
実
験
実
習
科
目
を
兼
ね
揃
え
た
本
学

の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
た
の
は
、
下
西

先
生
が
そ
の
礎
を
築
い
て
き
て
い
た
だ
い
た
か

ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
2
0
0
5
年
に
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に

教
授
と
し
て
赴
任
し
た
後
、
下
西
先
生
か
ら
多

く
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
質
の
高
い
教

育
を
実
践
す
る
競
争
力
の
あ
る
大
学
に
な
る

た
め
に
は
、
教
職
員
が
自
主
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
行
な
う
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
下
西
先
生
は
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
、
教
員
や
学
生
が
思
う
存
分
、
最

先
端
の
研
究
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に

尽
力
し
た
い
と
力
強
く
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
が
研
究
力
を
高
く
評
価
さ
れ
る
大
学
に

成
長
で
き
た
こ
と
は
、
下
西
先
生
の
ご
尽
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

現
在
の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
発
展
の
礎
を
築
い

て
い
た
だ
い
た
下
西
先
生
に
あ
ら
た
め
て
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
西
先
生
が
残
さ
れ
た
崇
高
な
理
念
を
受

け
継
ぎ
、
本
学
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

行
く
と
い
う
強
い
思
い
を
表
明
し
、
追
悼
の
辞

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
西
先
生
の
思
い
出

人
は
言
う
、世は

誠
実
の
集
積
な
り

三
輪 

正
直

長
浜
バ
イ
オ
大
学
第
２
代
学
長

　

私
が
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
赴
任
し
た

２
０
０
５
年
の
入
学
式
で
、
ア
ン
ナ
・

カ
レ
ー
ニ
ナ
の
小
説
を
引
用
さ
れ
「
自

分
を
発
見
す
る
事
の
悩
み
」
の
話
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。「
自
分
を
知
る
こ
と

の
大
切
さ
と
難
し
さ
」。
私
も
触
発
さ

れ
本
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
に
ご
相
談
に
参
っ
た
と
き
の

こ
と
。
私
が
そ
れ
ま
で
研
究
所
や
大

学
で
接
し
た
上
司
の
方
と
は
違
い
す

ぐ
に
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
ば
ら

く
沈
黙
の
時
間
。
仕
方
な
く
私
が
無

理
に
考
え
た
案
を
申
し
上
げ
る
と
「
そ

う
そ
う
そ
れ
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」

と
お
っ
し
ゃ
る
。
ま
ず
自
分
で
考
え
る

事
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

学
生
、
教
員
に
対
し
て
の
教
育
方
針

で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

私
が
学
長
を
受
け
継
い
だ
と
き
も
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
は
一
言
も
お
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
学
生
教
育
に
対
し
て
自

分
が
最
も
良
い
と
思
う
事
を
、
責
任
を

持
っ
て
進
め
る
べ
き
と
の
無
言
の
ご

指
示
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

下
西
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て

も
、
そ
の
教
学
の
精
神
は
本
学
に
生

き
続
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

位
記
を
ご
遺
族
に
お
渡
し

　

下
西
康
嗣
本
学
初
代
学
長
の
生
前
の
業
績

に
対
し
て
、
従
四
位
の
位
記
が
送
ら
れ
、
６

月
27
日
に
ご
遺
族
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
下
西
先
生
の
奥
様
の
下
西
登
史

子
さ
ん
と
長
女
の
美
都
さ
ん
、
そ
れ
に
大
阪

大
学
蛋
白
質
研
究
所
の
高
尾
敏
文
教
授
が
本

下
西
康
嗣
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で

長
浜
バ
イ
オ
大
学

学
長　

蔡 

晃
植

学
を
訪
れ
、若
林
浩
文
理
事
長
、蔡
晃
植
学
長
、

三
輪
正
直
前
学
長
ら
と
下
西
先
生
に
つ
い
て

の
思
い
出
を
語
り
、
先
生
の
人
柄
を
偲
び
ま

し
た
。

　

こ
の
中
で
蔡
学
長
が
、
登
史
子
さ
ん
に
位

記
を
手
渡
し
、
謝
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

写真で見る  先生が築いた礎

開学式で万歳（2003年）

開学レセプションで鏡割り（2003年）

開学レセプションでテープカット（2003年）
学部1期生入学式（2003年）

大学院1期生入学式（2007年）

滋賀県との包括協定調印式（2005年）

新学科開設記念レセプション（2009年）
滋賀医科大学、中国・東北大学との

協定調印式（2010 年）

学長最後の卒業式・学位授与式（2011年）

下
西
先
生
の
最
終
講
義
よ
り
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先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

生
物
の
進
化
と
多
様
性
に
興
味
を
持
っ
て
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
進
化
の
道
す
じ
を
一
本
の
木

で
表
し
た
系
統
樹
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
地
球
上

の
す
べ
て
の
生
物
は
単
一
の
起
源
か
ら
分
岐
し
て

現
在
の
よ
う
な
多
様
性
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
生
物
が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

遺
伝
情
報︵
ゲ
ノ
ム
︶を
紐
解
け
ば
、
生
物
が
こ
れ

ま
で
辿
っ
た
進
化
と
多
様
性
の
両
面
を
俯
瞰
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
の
う
え
で
ま
ず
1
つ
目
の
研
究
テ
ー
マ
が
、

「
複
雑
な
脳
神
経
系
の
進
化
」で
す
。
イ
カ
や
タ
コ

と
い
っ
た
頭
足
類
は
、
５
億
４
０
０
０
万
年
前
に

ヒ
ト
と
分
岐
し
て
ま
っ
た
く
独
自
の
進
化
を
遂
げ

た
生
物
で
す
が
、
脊
椎
動
物
に
匹
敵
す
る
精
巧
な

カ
メ
ラ
眼
を
持
つ
な
ど
複
雑
な
脳
神
経
系
を
有
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ヒ
ト
と
頭
足
類
を
比
較
し
て
、

高
度
な
脳
神
経
系
が
ど
の
よ
う
に
発
達
し
て
き
た

の
か
を
ゲ
ノ
ム
情
報
の
解
析
か
ら
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ヒ
ト
の
脳
神
経
系
で
重
要
な
遺

伝
子
が
イ
カ
や
タ
コ
に
も
存
在
す
る
の
か
、
あ
る

と
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
進
化
し
た
の
か
。
ヒ
ト
と

頭
足
類
に
共
通
の
遺
伝
子
が
、
ど
こ
で
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
発
現
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
比
較
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
私
は
「
国
際
頭
足
類
ゲ
ノ
ム
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
立
し
て
理
事
を
務
め
、世
界

中
の
共
同
研
究
者
と
と
も
に
頭
足
類
の
全
ゲ
ノ
ム

シ
ー
ケ
ン
ス
の
決
定
を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
。

　

そ
し
て
２
つ
目
の
研
究
テ
ー
マ
が
、「
環
境
中
の

生
体
多
様
性
」で
す
。
例
え
ば
、水
生
生
物
の
食
性

や
生
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
の
研
究
室
で
も
ヒ
メ
イ
カ
と
い
う
小

型
の
イ
カ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
幼

生
が
誕
生
し
て
も
何
が
餌
か
わ
か
ら
ず
、
結
局
死

な
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
現
在
で
は
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
断
片
か
ら
高
速
に
塩
基
配
列
を
決
定
す
る
次

世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
ヒ
メ
イ
カ
の
胃
の

中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
幼
生
の
い
る
海
水
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら

何
を
食
べ
て
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
湖
水

や
海
水
を
採
取
し
て
、
そ
の
環
境
中
に
ど
の
よ
う

な
生
物
が
生
息
し
て
い
る
の
か
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
読

み
と
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

︱
︱　

 

最
近
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
?

　

ゲ
ノ
ム
情
報
の
解
析
技
術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
か
た
ち
で
、＂
未
病
＂の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
西
洋
医
学
で
は
、
疾
患
の
症

状
を
和
ら
げ
る
対
症
療
法
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
が

ん
や
糖
尿
病
な
ど
免
疫
系
で
対
処
で
き
な
い
疾
患

に
つ
い
て
は
根
治
が
難
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
病
気
に
な
る
前
に
対
処
で
き
れ
ば
治
療
に
よ

る
完
治
が
期
待
で
き
、
患
者
本
人
へ
の
負
担
も
医

療
費
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
未
病
を
見
つ
け
だ
す
の
は
難
し
く
、

一
見
同
じ
よ
う
な
病
気
の
細
胞
集
団
で
も
、
病
気

に
な
っ
た
細
胞
と
病
気
予
備
軍
の
細
胞
、
正
常
な

細
胞
が
入
り
乱
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
今
ま
で
の

技
術
で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
細
胞
を
区
別
し
な
が
ら

解
析
す
る
の
は
不
可
能
で
し
た
が
、
近
年
開
発
さ

れ
た
シ
ン
グ
ル
セ
ル
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
り
１
細
胞

レ
ベ
ル
の
ゲ
ノ
ム
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
解

析
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は

２
０
１
７
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
さ
ま
ざ
ま
な
大

学
の
研
究
者
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
予
防

医
学
界
で
は
過
去
最
大
の
規
模
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

︱
︱　

 

最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

私
の
研
究
室
で
は
生
物
の
進
化
と
多
様
性
を
軸

と
し
て
、
環
境
や
医
療
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
を
研
究
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
今
は

ち
ょ
う
ど
研
究
手
法
に
新
し
い
波
が
き
て
い
て
、

た
っ
た
５
年
前
の
手
法
が
す
で
に
使
い
も
の
に
な

ら
な
い
な
ど
、
新
陳
代
謝
が
極
め
て
激
し
い
時
代

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
人
に
と
っ
て
は
今
が

チ
ャ
ン
ス
。
新
し
い
技
術
や
新
し
い
研
究
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
自
ら
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
輩
を
一
足
飛
び
で
追
い

越
す
よ
う
な
仕
事
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
生
物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
、

ゲ
ノ
ム
の
解
析
を
進
め
る
小
倉
淳
先
生

の
研
究
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

小
倉 

淳 

先
生
　

●
ゲ
ノ
ム
多
様
性
研
究
室

プロフィール
生物の根幹を成す生命情報を最
新のゲノム解析技術によって解き
明かし、環境や医療などあらゆる
分野への応用を意欲的に試みる。
総合研究大学院大学博士課程修
了。JSPS特別研究員(PD)、 国
立遺伝学研究所特任助教、お茶
の水女子大学特任助教、徳島大
学講師を経て本学へ。東京都出身。

　

今
か
ら
お
よ
そ
₂₀
万
年
前
、
ア
フ
リ
カ

に
現
れ
た
我
々
の
直
接
の
先
祖
で
あ
る
現

生
人
類
は
二
足
歩
行
し
、
手
が
自
由
に
使

え
、
生
活
の
道
具
と
し
て
火
を
扱
え
ま
し

た
。
ゆ
え
に
私
た
ち
が
最
初
に
手
に
し
た

の
は
手
段
と
し
て
の
技
術
で
あ
り
、
あ
と

か
ら
遅
れ
て
理
論
と
し
て
の
科
学
が
確
立

さ
れ
た
の
で
す
。

　

本
講
義
の
目
的
は
科
学
的
な
技
術
を

学
ぶ
の
で
は
な
く
、
科
学
と
技
術
を
分
け

て
考
え
、
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
科
学
と

技
術
の
変
遷
を
一
般
的
な
知
識
と
し
て
学

ん
で
ゆ
き
ま
す
。
さ
ら
に
バ
イ
オ
分
野
に

特
化
し
た
本
学
な
ら
で
は
の
授
業
と
し
て
、

バ
イ
オ
科
学
技
術
史
を
医
療
・
食
・
環
境

浄
化
の
３
つ
の
柱
に
分
類
し
、
も
の
づ
く

り
に
関
与
す
る
科
学
者
・
技
術
者
を
め
ざ

す
学
生
が
、
知
っ
て
お
く
べ
き
先
人
た
ち

の
功
績
や
影
の
努
力
に
つ
い
て
も
幅
広
く

講
義
を
行
い
ま
す
。（

担
当
：
大
島 

淳
先
生
）

原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
科
学
と
技
術
の
変
遷
を
学
ぶ
﹁
科
学
技
術
論
﹂
と
、

新
薬
の
開
発
や
食
の
安
全
に
欠
か
せ
な
い
実
験
動
物
技
術
者
の
資
格
取
得

に
対
応
し
た﹁
実
験
動
物
学
演
習
﹂を
紹
介
し
ま
す
。

　この講義では科学技術の発展について、さまざまなこと
を学ぶことができます。内容としては、20 万年前の火の使
用から現代の iPS 細胞のことについてまでと、幅広く講義し
ていただけます。歴史が好きな方はもちろん、そうでない
方も楽しんで聞けると思います。
　そして、今までの科学の発展を見ることによって、周り
のものがどのようにして今のようになってきたのかと思う
ようになり、見方が変わると思います。何気なく使ってい
るものにも、このような歴史があったなんて思わなかった
と、私も講義を受けて思っています。ぜひ受講してみてく
ださい。

　この実験動物学演習は、実験動物技術者の資格取得と、
実験動物を扱う上での基礎知識と高度な知識の習得を目的
としています。
　最初の講義で、教授から授業の進度表をもらいます。こ
れに沿ってその週にどの単元を暗記すれば良いのかが分か
り、自分の勉強の目安にもなります。そして、毎回の小テ
ストで自分がどれぐらいその単元を暗記できたかを試しま
す。授業内で問題の解説がされるので自分がどこでどのよ
うに間違えたのかを把握することができます。また教授の
解説もとても丁寧で分かりますいです。

髙木 聡一郎さん
（アニマルバイオサイエンス学科1年次生）

小笠原 友里さん
（アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

　

新
薬
の
開
発
や
食
の
安
全
に
欠
か
せ
な

い
、
実
験
動
物
技
術
者
の
資
格
の
取
得
に

対
応
し
た
実
習
で
す
。

　

具
体
的
に
は
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
、
ハ
ム

ス
タ
ー
と
い
っ
た
代
表
的
な
実
験
動
物
の

生
態
や
生
理
的
特
性
、
行
動
的
欲
求
、
生

殖
と
発
生
、
病
気
と
病
態
生
理
、
適
切
な

飼
育
方
法
な
ど
実
験
動
物
2
級
及
び
1
級

技
術
者
レ
ベ
ル
の
高
度
な
知
識
を
習
得
し

ま
す
。
ま
た
単
元
ご
と
に
小
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
知
識
の
習
得
を
き
め
細
か
く
確
認

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
動
物
実
験
の
根
幹
を
な
す
動

物
福
祉
の
理
念
や
動
物
実
験
を
取
り
巻
く

国
際
的
な
情
勢
、
さ
ら
にCRISPR/Cas9

に
よ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
の
革
新
的
な
技

術
に
つ
い
て
も
講
義
を
行
い
、
実
験
動
物

技
術
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
レ
ベ
ル
の
感

性
を
養
い
ま
す
。

（
担
当
：
永
井 

信
夫
先
生
、
野
村 

慎
太
郎
先
生
）

科
学
・
技
術
の
歴
史
を
紐
解
き

先
人
た
ち
の
努
力
を
学
ぶ

科
学
技
術
論

現
場
で
即
戦
力
と
な
る

実
験
動
物
技
術
者
を
養
成

実
験
動
物
学
演
習
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転
移
因
子
の
挿
入
配
列
に

動
植
物
の
垣
根
を
超
え
た
共
通
性
を
発
見

 
　
大
島 

一
彦
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

自
然
免
疫
反
応
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

マ
イ
ト
ク
リ
プ
タ
イ
ド
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

 

　
向
井 

秀
仁
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

薬
剤
耐
性
を
持
つ
が
ん
細
胞
に
対
抗
し
う
る

画
期
的
な
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
阻
害
剤
を
開
発

 

　
長
谷
川 

慎
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

捕
食
者
か
ら
被
捕
食
者
へ
と
拡
散
す
る

遺
伝
子
水
平
伝
播
の
解
明
で
進
化
を
紐
解
く

 

　
倉
林 

敦
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

抗
が
ん
剤
に
抵
抗
性
を
持
つ
が
ん
細
胞
に
作
用
す
る
新
た
な
薬
剤
の
研
究
な
ど
、

課
題
解
決
に
道
を
ひ
ら
く
４
つ
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

　

21
世
紀
初
頭
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基
配

列
が
解
読
さ
れ
、
生
物
に
と
っ
て
最
も
重
要

と
さ
れ
る
遺
伝
子
の
割
合
は
、
全
体
の
わ
ず

か
1.5
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

明
確
な
機
能
を
持
た
な
い
大
部
分
の
領
域
は

ガ
ラ
ク
タ
を
意
味
す
る
ジ
ャ
ン
ク
Ｄ
Ｎ
Ａ
な

ど
と
呼
ば
れ
、ゲ
ノ
ム
上
を
移
動
す
る
転
移
因

子
の
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
も
そ
の
一
つ
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
全
体
の
３
割
以
上
を

独
占
し
、
遺
伝
子
を
は
る
か
に
凌
ぐ
領
域
を

も
つ
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
は
、
ゲ
ノ
ム
上

を
移
動
す
る
際
に
塩
基
の
並
び
順
に
変
異
を

も
た
ら
し
、新
し
い
遺
伝
子
を
生
み
出
す
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン

の
活
動
が
生
物
進
化
の
起
爆
剤
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
大
島
先
生
は
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、大
学
院
生
の
西
山
え
り
さ
ん︵
現
・
理

研BD
R

︶と
と
も
に
、
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ

ン
が
ど
の
よ
う
な
塩
基
配
列
を
好
ん
で
入
り

込
ん
で
い
る
の
か
、動
植
物
18
種
の
全
ゲ
ノ
ム

配
列
を
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
手

法
を
駆
使
し
て
解
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

被
子
植
物
ゲ
ノ
ム
の
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ

ン︵LIN
E

とSIN
E

︶の
挿
入
座
位
に
、
こ
れ
ま

で
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
配
列
傾
向
が
あ

る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
特
徴
的
な
傾
向
が
、
爬
虫
類

や
哺
乳
類
のSIN

E

に
も
共
通
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
タ
イ
プ
のLIN

E
や

SIN
E

が
ゲ
ノ
ム
に
入
り
込
む
分
子
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

こ
の
動
植
物
を
超
え
た
共
通
性
の
背
後
に
は
、

動
植
物
間
の
垣
根
を
越
え
た
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン

ス
ポ
ゾ
ン
の
水
平
伝
播
が
あ
り
そ
う
で
、今
回

の
成
果
は
そ
の
謎
を
解
く
鍵
と
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
研
究
論
文
は
、﹃Genom

e 
Biology and Evolution

﹄︵
２
０
１
８
年
６

月
号
︶に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
向
井
先
生
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

生
体
内
に
存
在
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
生
合
成
、

成
熟
化
、
さ
ら
に
は
代
謝
の
段
階
で
同
時
に
生

じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
プ
チ
ド
の
中
に
、
元
の
タ

ン
パ
ク
質
と
ま
っ
た
く
異
な
る
生
理
機
能
を

持
つ
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
世
界
に
先
駆

け
て
発
見
し
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
ク
リ
プ
タ

イ
ド
と
命
名
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
パ
ク
質
由
来
の
自
然
免
疫
活

性
化
因
子
で
あ
る
一
群
の
生
理
活
性
ペ
プ
チ
ド
、

マ
イ
ト
ク
リ
プ
タ
イ
ド
は
、
向
井
先
生
ら
の
研

究
に
よ
り
、
生
体
内
で
起
き
た
組
織
傷
害
の
情

報
を
伝
達
し
、
自
然
免
疫
応
答
を
起
こ
す
因
子

と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ト
ク
リ
プ
タ
イ
ド
に
は
、
核D

N
A

に

コ
ー
ド
さ
れ
た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
パ
ク

質
由
来
の
も
の
と
、ミ
ト
コ
ン
ド
リ
アD

N
A

に

コ
ー
ド
さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
に
由
来
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

D
N

A

に
コ
ー
ド
さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る

シ
ト
ク
ロ
ム
ｂ
由
来
の
ペ
プ
チ
ド
に
関
し
て

は
強
い
自
然
免
疫
活
性
化
能
を
持
つ
こ
と
を

す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
セ
ン
バ
ー
グ
大
学
と
の
共
同

研
究
で
は
、
さ
ら
に
4
種
類
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

アD
N

A

に
コ
ー
ド
さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
か
ら

好
中
球
を
活
性
化
す
る
ペ
プ
チ
ド
を
発
見
し
、

そ
れ
ら
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
自
然
免
疫
反
応
を
起
こ

す
段
階
と
収
束
す
る
段
階
の
ど
ち
ら
に
も
関

与
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め

て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
論
文
は
、﹃Journal of 

Im
m

unology

﹄︵2018

年
、V

ol.200

︶に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
は
好
中
球
の
深
刻

な
組
織
浸
潤
を
伴
う
疾
病
で
あ
る
リ
ウ
マ
チ

や
肝
障
害
な
ど
、
多
く
の
疾
病
の
治
療
に
光
明

を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
の
増
殖
に
関
わ
る
特
定
の
分
子

だ
け
を
狙
い
撃
ち
す
る
分
子
標
的
薬
は
、
副

作
用
が
少
な
く
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
抗
が
ん

剤
と
し
て
近
年
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
不
要
に
な
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
を
特

異
的
に
分
解
す
る
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
と
よ
ば

れ
る
酵
素
が
細
胞
増
殖
に
は
不
可
欠
で
、
そ

の
働
き
を
阻
害
し
て
が
ん
細
胞
の
自
滅
を
促

す
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
阻
害
剤
は
、
難
治
性
血

液
が
ん
の
新
た
な
治
療
薬
と
し
て
す
で
に
臨

床
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
先
生
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、

ま
っ
た
く
新
し
い
化
学
構
造
を
持
つ
プ
ロ
テ

ア
ソ
ー
ム
阻
害
化
合
物
を
２
０
１
４
年
に
発

見
。
血
液
中
で
の
安
定
性
が
高
く
、
合
成
し

や
す
い
な
ど
の
特
長
を
示
し
な
が
ら
も
、
フ

タ
付
き
の
樽
の
よ
う
な
形
状
の
２
６
Ｓ
プ
ロ

テ
ア
ソ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
フ
タ
に
相
当
す

る
１
９
Ｓ
複
合
体
に
阻
ま
れ
て
内
側
に
侵
入

で
き
な
い
な
ど
の
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
、
細

胞
膜
透
過
性
を
も
ち
な
が
ら
、
１
９
Ｓ
複

合
体
に
も
排
除
さ
れ
な
い
性
質
を
持
つ
特

別
な
ペ
プ
チ
ド
︵
ア
ミ
ノ
酸
の
ポ
リ
マ
ー
︶

と
、
２
０
１
４
年
に
発
見
し
た
新
規
プ
ロ
テ

ア
ソ
ー
ム
阻
害
化
合
物
を
連
結
さ
せ
た
新
規

化
合
物
を
化
学
合
成
。
こ
う
し
て
生
ま
れ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
分
子
が
薬
剤
耐
性
を
持
つ

が
ん
細
胞
に
も
思
わ
ぬ
効
力
を
発
揮
し
、
多

様
な
機
能
を
持
つ
ペ
プ
チ
ド
を
用
い
て
、
薬

効
を
高
め
る
戦
略
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
を

示
唆
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
論
文
は
、
医
薬

品
化
学
の
専
門
誌
﹃European Journal of 

M
edicinal Chem

istry

﹄︵
２
０
１
８
年
2

月
号
︶に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
本
学
に
着
任
さ
れ
た
倉
林
先

生
は
、
両
生
類
を
中
心
に
生
物
多
様
性
と
進

化
の
謎
に
迫
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
1
つ
が
、
ヘ
ビ
か
ら
カ
エ
ル
へ
の
遺

伝
子
水
平
伝
播
で
す
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
生

息
す
る
カ
エ
ル
の
ゲ
ノ
ム
を
次
世
代
シ
ー
ケ

ン
サ
ー
で
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
ヘ
ビ
のLIN

E

レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
のT

E-X

︵
仮
称
︶

と
い
う
可
動
遺
伝
因
子
を
取
り
込
ん
で
い
る

こ
と
を
発
見
。
捕
食
者
か
ら
被
捕
食
者
へ
の

遺
伝
子
伝
播
仲
介
役
は
、
寄
生
虫
や
吸
血
性

動
物
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
仮
説
を
証
明
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
遺
伝
子
水
平
伝
播
は
高
等
動
物
で

は
珍
し
い
現
象
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ヘ
ビ
か
ら
カ
エ
ル
へ
の
遺
伝
子
水
平
伝
播
は

世
界
中
で
何
度
も
起
き
た
現
象
で
あ
る
こ

と
を
突
き
と
め
、
さ
ら
に
ヘ
ビ
型
のT

E-X

は
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
カ
エ
ル
ゲ
ノ
ム
の
0.5
％

に
ま
で
増
殖
し
て
い
る
例
も
発
見
し
ま
し
た
。

ま
た
、
な
か
で
も
地
球
上
で
最
も
広
い
分
布

域
を
持
つ
ブ
ラ
ー
ミ
ニ
メ
ク
ラ
ヘ
ビ
は
、
ア

フ
リ
カ
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
ヘ
ビ
型
のT

E-X

を
、

世
界
中
に
拡
散
し
て
い
る
こ
と
も
発
見
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
は
、
外
来
種
の

脊
椎
動
物
は
生
態
系
を
乱
す
だ
け
で
な
く
、

在
来
種
の
ゲ
ノ
ム
構
造
の
変
化
を
引
き
起
こ

す
遺
伝
因
子
媒
介
者
に
な
り
う
る
こ
と
を
世

界
に
先
駆
け
て
示
唆
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
に
は
糊
状
の
分
泌
物

で
接
着
し
て
交
尾
を
行
う
と
い
う
奇
妙
な
習

性
を
持
つ「
フ
ク
ラ
ガ
エ
ル
」と
い
う
カ
エ
ル

が
い
ま
す
。
こ
の
糊
物
質
が
ど
の
よ
う
な
環

境
的
・
生
態
学
的
要
因
で
獲
得
に
至
っ
た
か
、

そ
の
進
化
の
過
程
を
解
明
す
る
研
究
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
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保護者会かわら版

2
0
1
8
年
6
月
3
日
に
、
保
護
者
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
保
護
者
懇
談
会
も
合
わ
せ
る

と
、
の
べ
2
6
4
人
の
保
護
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅰ　

２
０
１
７
年
度
の
事
業
活
動
収
支
に
つ
い
て
︵
表
１
︶

　

２
０
１
７
年
度
の
「
事
業
活
動
収
入
合
計
」
は
２
３
億
７
６
１
万
円
で
、「
事
業
活
動

支
出
合
計
」
２
２
億
３
６
３
万
円
を
差
引
い
た
「
当
年
度
収
支
差
額
︵
基
本
金
組
入
前
︶」

は
、
１
億
３
９
８
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
事
業
活
動

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
度
末
に
お
け
る
収
支
差
額
の

累
積
額
「
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
」
は
、
５
億
４
２
５
７
万
円
の
収
入
超
過
で
す
。

Ⅱ　

２
０
１
７
年
度
末
︵
２
０
１
８・３
・
31
︶
に
お
け
る
財
政
状
態
に
つ
い
て
︵
表
２
︶

　

財
政
状
態
を
表
す
「
貸
借
対
照
表
」
の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
資
産
に
つ
い
て

　

本
学
園
が
保
有
す
る
資
産
の
特
徴
は
、「
特
定
資
産
︵
特
定
の
目
的
に
対
す
る
積

立
資
金
︶」
の
保
有
割
合
が
高
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
将
来
予
想
さ
れ
る
建
物
の

改
修
、
教
育
・
研
究
用
機
器
備
品
の
更
新
、
退
職
金
支
払
い
な
ど
に
対
し
、
十
分
な

資
金
を
積
立
て
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
の
経
常
的
な
支
出

に
対
し
て
も
十
分
な
資
金
︵
現
金
預
金
︶
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

②
負
債
に
つ
い
て

　

負
債
の
主
な
内
容
は
、「
退
職
給
与
引
当
金
」
と
次
年
度
の
学
費
な
ど
を
事
前
に

受
領
し
た
「
前
受
金
」
で
す
。
毎
期
の
資
金
繰
り
は
良
好
で
、
金
融
機
関
か
ら
の
借

入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
純
資
産
︵
自
己
資
金
︶
に
つ
い
て

　
「
資
産
の
部
」
合
計
か
ら
「
負
債
の
部
」
合
計
を
差
引
い
た
「
純
資
産
の
部
」
合

計
は
１
０
２
億
６
６
３
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
１
億
３
９
８
万
円
増
加
し
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
度
末
の
純
資
産
額
は
、
学
校
法
人
が
最
低
限
保
有
す
べ
き
純
資

産
額
で
あ
る
「
基
本
金
」
額
97
億
２
３
７
４
万
円
を
５
億
４
２
５
７
万
円
上
回
っ
て

お
り
、
自
己
資
金
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
純
資
産
構
成
比

率
は
、
90
・
９
％
と
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
は
、
企
業
の
財
務
安
定

性
を
示
す
自
己
資
本
比
率
と
同
じ
内
容
で
、
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
自
己
財
源
が
充

実
し
、
財
政
的
に
安
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
２
０
１
７
年
度
末
に
お
け
る
本
学
園
の
財
政
状
態
は
、
健
全
な
状

態
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
詳
し
い
「
財
務
の
概
要
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︵
本
文
中
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
１
万
円
未
満
を
調
整
し
て
い
ま
す
。︶

大学からの財務報告

2017年度決算結果に基づき、本学園の財務状況について説明します。

２
０
１
８
年
度
保
護
者
会

定
期
総
会
を
開
催

保
護
者
会
定
期
総
会

　

日
時
：
２
０
１
８
年
６
月
３
日（
日
）11
時
₀₀
分
～
11
時
₃₅
分

●
大
学
代
表
者
ご
挨
拶　

　

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
長　

若
林 

浩
文

●
２
０
１
７
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

●
北
川 

嘉
彦
保
護
者
会
会
長
挨
拶

●
定
期
総
会
議
事

●
２
０
１
８
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

●
船
見 

和
秀
新
保
護
者
会
会
長
挨
拶

　

定
期
総
会
で
は
、
２
０
１
７
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、２
０
１
８
年
度
事
業
・
予
算
計

画
、２
０
１
８
年
度
役
員
選
任
の
各
議
案
が
、

提
案
ど
お
り
の
内
容
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、定
期
総
会
の
議
事
録
は
7
月
に
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
郵
便
で
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
長
　
船
見
　
和
秀

　

保
護
者
会
で
は
、地
域
の
小
中
学
校
等
で
科

学
実
験
を
行
う
学
生
グ
ル
ー
プ
へ
の
活
動
支

援
、
学
生
自
主
活
動
団
体
へ
の
助
成
、
命
洸
祭

実
行
委
員
会
へ
の
助
成
、就
職
活
動
へ
の
支
援
、

次
の
資
格
試
験
等
へ
の
合
格
者
に
対
す
る
受

験
料
助
成
事
業
等
を
実
施
し
ま
す︵
受
験
料
の

50
％
を
助
成
︶。保
護
者
会
実
施
事
業
の
詳
細
、

ま
た
資
格
取
得
助
成
事
業
の
申
請
方
法
等
は
、

お
送
り
し
て
い
ま
す
定
期
総
会
の
議
事
録
に

も
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
生
生
活
環
境
整
備
助
成
積
立
金

の
一
部
を
執
行
し
て
、
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
・
椅

子
の
増
設
、
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
し
て
い
る

チ
ェ
ア
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、

学
生
貸
し
出

し
用
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
の

購
入
を
行
い

ま
す
。

　
2
0
1
8
年
度

　
保
護
者
会
の
主
な
事
業
計
画

会　

長　
　

船
見　

和
秀

副
会
長　
　

野
村　

  

亨

幹　

事　
　

伊
藤
い
く
子

幹　

事　
　

森
谷　

幸
江

幹　

事　
　

竹
中　

美
和

幹　

事　
　

川
崎　

則
明

幹　

事　
　

川
端　

厚
子

幹　

事　
　

瀧　

  

修
治

監　

査　
　

内
田　

弓
子

２
０
１
８
年
度
保
護
者
会　

役
員
紹
介︵
敬
称
略
︶

2018 年度の新役員のみなさん

２
０
１
８
年
度
保
護
者
会
会
長
ご
挨
拶

「事業活動収支計算書」は、事業年度における事業活動収入と
事業活動支出を対比させ、経営収支バランスを明らかにします。

「貸借対照表」は、決算時における学園の財政状態を明らかにします。
財政状態は、資産、負債、純資産の３要素で明らかにします。

（表 1） 事業活動収支計算書 貸　借　対　照　表
2017年4月1日から2018年3月31日まで （単位：千円） （単位：千円）

（表 2）

2018年3月31日

（表の金額については、１千円未満を調整しています。）

「
学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
」の
財
政
状
態
に
つ
い
て

●
バ
イ
オ
技
術
者
認
定
試
験
、
遺
伝
子
分
析
科

学
認
定
士
試
験
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
、
毒
物

劇
物
取
扱
者
試
験
、
放
射
線
取
扱
主
任
者
試

験
、
環
境
計
量
士
国
家
試
験
、
実
験
動
物
技
術

者
資
格
認
定
試
験
、
ペ
ッ
ト
栄
養
管
理
士
認
定

試
験
、基
本
情
報
技
術
者
試
験
、Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー

ト
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
技
術
者

認
定
試
験
、
統
計
検
定
、TO

EIC

テ
ス
ト
（
学

部
生
５
０
０
点
以
上
、
大
学
院
生
６
０
０
点
以

上
）、
日
本
語
能
力
試
験
（
外
国
人
留
学
生
対

象
）、
臨
床
検
査
技
師
国
家
試
験

事業活動支出の部 事業活動収入の部
　科　　目 金　額 　科　　目 金　額

人件費 1,122,884 学生生徒等納付金 1,735,555 
（退職給与引当金繰入額） (56,568) 手数料 29,474 
教育研究経費 887,884 寄付金 10,380 
（減価償却額） (328,662) 経常費等補助金 307,488 
管理経費 188,096 付随事業収入 103,792 
（減価償却額） (21,213) 雑収入 56,277 
資産処分差額 4,767 受取利息・配当金 7,874 
事業活動支出合計 2,203,631 その他の特別収入 56,774 
基本金組入前当年度収支差額 103,983 事業活動収入合計 2,307,614 
基本金組入額合計 △ 133,000
当年度収支差額 △ 29,017
前年度繰越収支差額 571,589
翌年度繰越収支差額 542,572

資　産　の　部 負 債 お よ び 純 資 産 の 部

　科　　目 金　額 　科　　目 金　額
土　地 2,023,529 退職給与引当金 249,960 
建　物 2,777,699 長期借入金 0
構築物 37,474 固定負債計 249,960 
機器備品 414,077 未払金 87,107 
図　書 168,841 前受金 647,213 
車　両 1,729 預り金 42,107 
施設設備整備特定資産 1,490,000 短期借入金 0
減価償却引当特定資産 2,900,000 流動負債計 776,427 
退職給与引当特定資産 249,960 負債の部合計 1,026,387 
その他の固定資産 31,616 第１号基本金 9,561,743 
固定資産計 10,094,926 第 4 号基本金 162,000 
現金預金 1,118,941 基本金計 9,723,743 
未収入金 66,148 翌年度繰越収支差額 542,572 
その他の流動資産 12,687 繰越収支差額計 542,572 
流動資産計 1,197,776 純資産の部合計 10,266,316 

合　計 11,292,702 合　計 11,292,702 

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
保
護
者
会
第
７
期
会
長
に
ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
船

見
和
秀
で
ご
ざ
い
ま
す
。保
護
者
会
総
会
に
は
、
お
忙
し
い
中
遠
方
よ
り
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
が
設
立
さ
れ
７
年
目
、
こ
れ
ま
で
学
生
自
主
活
動
で
あ
るiGEM

 
N

agaham
a 

へ
の
活
動
︵
合
成
生
物
学
の
世
界
大
会
へ
の
出
場
︶、
地
域
貢
献

活
動
、
新
入
生
入
学
祝
い
品
、
資
格
取
得
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
４
月
に
は
学
科
の
再
編
成
が
実
施
さ
れ
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
ア
ニ
マ
ル
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
新
た
な
構
成
の
３
学
科
に
新
1
年
次
生
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
時
期
に
保
護
者
会
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。今
年
も
よ
り
よ
き
学
生
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
と
ご
支
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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essay
essay

高
校
生
の
夏
季
休
暇
を
利
用
し
て

17
回
の
講
座
を
開
催

　

毎
年
７
月
・
８
月
は
高
校
生
の
夏
季
休
暇

を
利
用
し
て
、
多
く
の
高
校
と
の
高
大
連
携

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
多
く

の
高
校
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
来
学
型

高
大
連
携
講
座
を
８
回
、
出
張
型
高
大
連
携

講
座
を
７
回
、
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利
用
し

た
高
大
連
携
講
座
を
２
回
、
合
計
17
回
の
高

大
連
携
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
講
座
で
も
受
講
し
た
生
徒
か
ら
、

「
高
校
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
器
具

に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
感
動
」
や

今
年
度
は
7
月
、8
月
の
2
ヵ
月
間
で
、17
回
の
来
学
型
と
出
張
型
の
高
大
連
携
講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

長
浜
市
内
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施
す
る﹁
夏
休
み
！
親
子
科
学
教
室
﹂が
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

教員リレーエッセー

岩本（木原） 昌子先生
（バイオサイエンス学科）

L I N K

高大連携＆地域連携通信

今年の7月から8月、南の夜空にオレンジ色

に輝く星がよく見えた。15年ぶりの火星

の大接近で、7月31日の地球との距離は5,759万

キロメートルだった。最も離れているときの距

離は1億キロメートル以上というから随分と近

づいたが、それでも東京－大阪間の10万倍以上

である。もしも新幹線のぞみ号の火星行きが

あったら、30年ほど走り続けることになる。お

隣の惑星といっても気軽に行って来られる距離

ではない。

今年5月にNASA（アメリカ航空宇宙局）

が打ち上げた火星探査機インサイトは、

約６ヶ月かけて火星に到着する。火星の地表に

着陸するのは11月終わり頃の予定で、地下に探

査針を下ろして惑星内部の調査をするそうだ。

生物や生体物質を探す実験は行わないようだ

が、生命が生存できる環境が見つかるかもしれ

ない。すでに、イタリアの研究グループが、火

星の南極の厚い氷の下には液体の水がありそう

だと報告している。火星軌道を回るヨーロッパ

の無人探査機が集めたデータを解析したという

が、マイナス70℃の濃い塩水の中に生物がいる

かもしれないと、研究者や宇宙人好きをワクワ

クさせた。

昔々、望遠鏡で火星の黒い模様を見た人

は、火星人の作った運河だと思ったそう

だ。火星人がいるかどうかはともかく、SF小

説を読んで育った私も地球外の生命体に会って

みたいと思ってきた。

　もう40年も前だが、火星は生命体が見つかる

候補地ナンバーワンだった。NASAはバイキン

グ1号と２号を打ち上げ、火星に着陸した無人

探査機が、生命のしるしを求めて土壌サンプル

の解析を行った。ところが、地球の生物には必

ず含まれているアミノ酸などの有機化合物が見

つからず、代謝の証拠も得られなかった。そし

て、火星に生き物はいない（生命の痕跡は見つ

けられなかった）というニュースとなって流れ

た。中学生だった私は、「地球生物と同じ成分で

できているなんて、どうして決めつけているの

だ？」と大いに憤慨して疑問に思った。地球外

の生命を探すとしたら、いったい、何を手がか

りにすればいいのだろうか？　ぼんやりと、「生

命とは何か」考え始めた。

火星か、土星の衛星エンケラドゥスか、もっ

とほかのところかわからないが、地球の

他でも生命がきっと見つかると信じている。火

星より水温はかなり高いが、地球の南極氷床の

下に広がるボストーク湖からはさまざまな生物

の遺伝物質が見つかっている。少なくとも地球

上では、生物がいないように思えるさまざまな

環境から、微生物や、生物の痕跡が発見されて

いる。太陽系のほかの星に生物がいないなん

て、そんなことあると思う？

火星の生命体

バイキング 1 号が撮影した火星（NASA 提供）

●
来
学
型
高
大
連
携
講
座

模
擬
講
義
：
滋
賀
県
立
水
口
高
等
学
校︵
７

／
12
︶、
私
立
名
城
大
学
附
属

高
等
学
校
︵
８
／
７
・
愛
知

県
︶

実
験
実
習
：
三
重
県
立
桑
名
高
等
学
校︵
７

／
20
︶、
岐
阜
県
立
大
垣
西
高

等
学
校
︵
７
／
21
︶、
滋
賀
県

立
米
原
高
等
学
校︵
８
／
31
︶

課
題
研
究
支
援
：
滋
賀
県
立
米
原
高
等
学

校 

地
学
部︵
７
／
10
～
︶

依
頼
型
：
大
学
連
続
講
座︵
７
／
28
・
滋
賀

県
教
育
委
員
会
︶、
小
中
高
校

教
員
研
修
「
現
代
科
学
研
修
」

︵
８
／
22
・
滋
賀
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
︶

●
出
張
型
高
大
連
携
講
座

出
張
講
義
：
私
立
明
星
高
等
学
校
︵
７
／

21
・
大
阪
府
︶

実
験
実
習
：
私
立
愛
知
高
等
学
校
︵
７
／

７
・
愛
知
県
︶、
私
立
東
邦
高

等
学
校︵
７
／
14
・
愛
知
県
︶、

滋
賀
県
立
河
瀬
中
学
高
等
学

校
︵
７
／
12
︶、
滋
賀
県
立
玉

川
高
等
学
校
︵
７
／
18
︶、
愛

知
県
立
一
宮
西
高
等
学
校

︵
７
／
21
︶、
奈
良
県
立
高
田

高
等
学
校︵
８
／
３
︶

●
京
都
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
で
の
高
大
連
携

講
座

実
験
実
習
：
京
都
府
立
北
嵯
峨
高
等
学
校

︵
７
／
８
︶、
私
立
大
阪
高
等

学
校︵
７
／
31
、大
阪
府
︶

10
年
目
を
迎
え
た

﹃
夏
休
み
！
親
子
科
学
教
室
﹄

　

今
年
で
10
年
目
と
な
る
「
夏
休
み
！
親
子
科

学
教
室
」
を
、
８
月
10
日
か
ら
12
日
の
３
日
間
、

１
８
９
人
の
小
学
生
と
保
護
者
に
参
加
い
た
だ

き
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
湖
の
小
さ
な
生

き
も
の
を
見
て
み
よ
う
！
」と
い
う
、
生
き
も
の

を
使
っ
た
新
た
な
試
み
の
講
座
で
す
。

　

講
座
で
は
、
ま
ず
観
察
に
使
う
顕
微
鏡
に
慣

れ
る
た
め
に
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
接
眼
レ
ン

ズ
を
覗
き
こ
ん
だ
小
学
生
た
ち
は
、
体
の
模
様

や
心
臓
の
動
き
、
血
液
が
流
れ
る
様
子
な
ど
を

見
る
こ
と
で
、
観
察
方
法
を
理
解
す
る
だ
け
で

な
く
生
き
も
の
の
不
思
議
を
感
じ
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
琵
琶
湖
で
採
集
し
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
ミ
ジ
ン
コ
な
ど
動
く
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
見
て
、「
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
も

生
き
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
と
思
っ
た
」「
水
の

中
で
生
き
て
い
る
他
の
生
き
も
の
も
観
察
し
た

い
」な
ど
、
と
て
も
素
直
な
驚
き
と
感
動
に
満
ち

た
表
情
で
観
察
し
て
、
大
変
満
足
し
て
い
た
だ

け
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

フェロモンで動物を操る方法
（名城大学附属高校）

食肉の種類の DNA 鑑定
（大阪高校）

DNA 鑑定で犯人を捜せ
（東邦高校）

ブタの品種鑑定
（高田高校）

分子系統学入門
（教員研修）

ALDH2 多型の鑑定
（桑名高校）

課題研究支援：珪藻化石の観察
（米原高校）

生命情報科学講座
（河瀬中学高校）

「
教
室
で
は
理
解
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
体

験
を
通
し
て
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、生
命
科
学
・
生
命
情
報
科
学
を
体

験
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

本
学
で
は
、
最
先
端
の
生
命
科
学
・
生

命
情
報
科
学
の
講
義
と
実
験
・
実
習
を
通

し
て
、
わ
か
り
や
す
く
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
様
々
な
高
大
連
携
講
座
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
高
大
連
携

講
座
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く

は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
高
大
連
携
事
業

︵http://w
w

w
.nagaham

a-i-bio.ac.jp/
w

ithhighschool/

︶」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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